
　

２
０
２
４
年
の

世
相
を
漢
字
一
字

で
表
す
「
今
年
の

漢
字
」
が
12
日
、

京
都
の
清
水
寺
で

発
表
さ
れ
、
「
金

（
き
ん
・
か
ね
）」

に
決
ま
っ
た
。
理

由
と
し
て
、
パ
リ

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
日
本
人
選
手
が
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
、
政
治
資
金
の
裏
金
問

題
、
米
大
リ
ー
グ
、
ド
ジ
ャ
ー

ス
の
大
谷
翔
平
選
手
の
値
千
金

の
活
躍
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
▼

こ
の
「
今
年
の
漢
字
」
は
日
本

漢
字
能
力
検
定
協
会
が
毎
年
募

集
し
投
票
結
果
を
も
っ
て
決
ま

っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
１
年

間
の
出
来
事
や
流
行
、
社
会
動

向
を
表
し
て
い
る
た
め
、
毎
年

気
に
な
っ
て
い
る
方
も
い
る
だ

ろ
う
▼
世
の
中
で
起
こ
る
出
来

事
や
流
行
、
社
会
動
向
は
、
私

た
ち
の
生
活
に
も
影
響
を
与
え

て
く
る
。
例
え
ば
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
日
本
人
選
手
が
メ
ダ
ル

を
獲
得
す
る
と
、
注
目
を
集
め
、

競
技
人
口
が
増
え
た
り
、
そ
の

競
技
の
練
習
施
設
が
整
備
さ
れ

た
り
す
る
。
ま
た
、
政
治
に
お

い
て
も
、
今
年
の
漢
字
の
理
由

に
も
挙
げ
ら
れ
た
裏
金
問
題
に

よ
っ
て
、
選
挙
で
の
各
候
補
者

の
た
た
か
い
方
や
有
権
者
の
支

持
、
国
民
の
政
治
へ
の
関
心
の

変
化
が
あ
っ
た
▼
２
０
２
４
年

は
ど
う
い
う
年
だ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
来
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る

の
か
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い

１
年
に
な
る
よ
う
筆
者
は
願
う
。
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12
月
11
日
、
県
職
労
は
「
使
用
者
た
る
知
事
と
し
て
の
職

員
の
働
き
方
へ
の
認
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
」
、
「
労
働
組
合
視
点
で
の
働
き
方
改
革
」
、
「
知
事
に

と
っ
て
の
県
職
労
と
い
う
組
織
へ
の
所
感
」
を
主
な
テ
ー
マ

に
、
達
増
知
事
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
達
増
知
事
は
「
と

も
に
県
民
福
祉
の
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
県
職
労
に
対
し
て
の
期
待
を
寄
せ
て
、
今
後
も
継
続
的

に
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

職
員
の
働
き
方
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

【
県
職
労
】
組
織
の
ト
ッ
プ
と

し
て
従
業
員
た
る
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、

連
携
を
強
め
る
こ
と
が
必
要
。

職
員
の
働
き
方
へ
の
所
感
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
向

け
た
考
え
を
伺
い
た
い
。

【
知
事
】
業
務
の
困
難
性
が
増

す
中
、
真
摯
に
職
務
に
精
励
し

て
い
る
こ
と
に
感
謝
。
職
員
と

課
題
認
識
を
共
有
し
、
同
じ
意

識
で
の
行
政
経
営
が
重
要
。

　

若
手
に
は
振
興
局
職
員
と
の

意
見
交
換
、
若
手
有
志
の
政
策

提
案
で
、
幹
部
に
は
庁
議
や
部

課
長
研
修
で
、
全
職
員
に
は
年

度
初
め
や
年
頭
の
知
事
訓
示
で

考
え
を
伝
え
て
き
た
。
危
機
事

案
の
際
は
自
ら
現
地
に
出
向
き

感
謝
を
伝
え
て
き
た
。

　

総
合
力
を
発
揮
で
き
る
風
通

し
良
い
職
場
環
境
を
つ
く
っ
て

い
く
。

【
県
職
労
】
職
員
と
の
関
係
性

が
深
ま
れ
ば
、
活
力
に
な
る
。

労
働
組
合
視
点
で
の
働
き
方
改
革

【
県
職
労
】
男
性
育
休
も
増
え

　

12
月
９
日
、
２
０
２
５
定
期

人
事
異
動
に
関
す
る
要
求
書
を

内
城
人
事
課
総
括
課
長
に
提
出

て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
代
替

職
員
確
保
の
不
安
が
多
い
。
ま

た
、
転
勤
族
で
あ
る
以
上
、
内

示
時
期
が
遅
く
保
育
園
等
の
確

保
へ
の
不
安
も
多
い
。

　

県
は
働
き
方
改
革
と
し
て
子

等
の
看
護
休
暇
の
要
件
拡
大
や

柔
軟
な
勤
務
時
間
と
い
っ
た
制

度
面
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

が
、
所
定
の
勤
務
時
間
内
に
職

員
が
集
中
し
て
業
務
を
終
え
ら

れ
る
仕
組
み
、
数
年
先
ま
で
生

活
ス
タ
イ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
働
き
方
こ
そ
、
真
の
働
き
方

改
革
と
考
え
る
。

　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
労

働
環
境
や
日
常
か
ら
の
職
場
体

制
確
保
、
人
事
異
動
へ
の
不
安

等
、
職
員
の
率
直
な
声
へ
の
所

感
を
伺
い
た
い
。

【
知
事
】
働
き
方
の
あ
る
べ
き

姿
と
し
て
も
、
組
織
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
発
揮
の
た
め
に
も
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
、
事

務
効
率
化
、
柔
軟
な
働
き
方
は

重
要
。
男
性
育
休
は
庁
議
等
で

定
期
的
に
情
報
共
有
し
、
不
安

解
消
や
主
体
的
に
育
児
に
関
わ

る
意
識
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

育
休
代
替
職
員
配
置
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

働
き
方
改
革
を
一
層
促
進
し
、

魅
力
あ
る
職
場
を
つ
く
り
、
人

材
確
保
の
好
循
環
を
生
み
出
し

て
い
き
た
い
。

　

人
事
異
動
は
、
本
人
の
希
望

や
家
庭
事
情
等
へ
の
配
慮
に
で

き
る
限
り
努
め
て
い
る
。
本
庁

に
初
め
て
配
置
さ
れ
る
若
手
職

員
の
支
援
担
当
職
員
を
配
置
す

る
等
、
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
効
率
的
な
職
務
遂
行

や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に

配
慮
し
た
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

労
働
組
合
・
県
職
労
へ
の
認
識

【
県
職
労
】
組
合
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
発
展
を
見

据
え
な
が
ら
、
知
事
か
ら
は
見

え
づ
ら
い
、
職
場
単
位
の
職
員

の
苦
労
や
、
県
施
策
の
推
進
姿

勢
と
そ
れ
を
担
う
職
員
実
態
の

歯
車
の
ズ
レ
を
か
み
合
わ
せ
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

県
職
労
と
い
う
組
織
の
存
在

意
義
と
組
合
の
役
割
に
つ
い
て
、

率
直
な
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

【
知
事
】
働
く
人
の
視
点
で
課

題
を
抽
出
し
、
改
善
を
図
る
こ

と
で
職
場
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
る
県
職
労
は
、
県
に
と
っ
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ

り
、
仕
事
と
生
活
を
両
立
で
き

る
職
場
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

県
職
労
の
存
在
は
ま
す
ま
す
重

要
で
あ
る
。

　

私
も
県
職
労
と
と
も
に
、
県

民
福
祉
の
増
進
、
県
政
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

し
、
交
渉
を
行
っ
た
。

①
内
示
時
期

　

３
月
１
日
ま
で
の
内
示
を
要

求
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
不

可
能
な
場
合
に
は
「
内
示
日
か

ら
発
令
日
ま
で
」
最
低
で
も
３

週
間
を
確
保
す
る
よ
う
要
求
し
、

転
居
や
適
切
な
事
務
引
継
に
要

す
る
期
間
の
十
分
な
確
保
を
求

め
た
。
こ
れ
に
対
し
「
鋭
意
作

業
し
て
お
り
、
現
時
点
で
内
示

日
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
」

「
内
示
日
か
ら
発
令
日
ま
で
に

一
定
程
度
の
期
間
を
確
保
す
る

こ
と
も
含
め
、
で
き
る
限
り
配

慮
し
て
い
き
た
い
」
と
回
答
し

た
。

　

ま
た
、
10
月
25
日
に
提
案
の

あ
っ
た
フ
レ
ッ
ク
ス
拡
充
の
た

め
の
条
件
整
備
と
し
て
「
４
週

間
以
上
前
に
人
事
異
動
内
示
を

行
っ
た
う
え
で
次
の
４
週
間
の

勤
務
時
間
割
振
を
決
め
る
こ
と

が
必
須
」
で
は
な
い
か
と
指
摘

し
た
。
こ
れ
に
対
し
「
本
県
の

運
用
と
し
て
、
年
度
を
ま
た
ぐ

申
告
は
で
き
な
い
旨
、
Ｑ
＆
Ａ

で
示
し
て
い
る
。
年
度
末
に
合

わ
せ
て
単
位
期
間
を
設
定
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
。

②
本
人
希
望
の
尊
重

　

家
庭
や
個
々
の
事
情
を
把
握

し
、
本
人
希
望
を
尊
重
す
る
こ

と
、
長
距
離
通
勤
や
長
期
単
身

赴
任
等
、
多
大
な
負
担
を
生
じ

る
異
動
と
し
な
い
こ
と
、
特
に

も
子
育
て
、
介
護
、
病
気
療
養

と
い
っ
た
事
情
を
抱
え
る
職
員

に
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
無
謀

な
異
動
を
避
け
る
こ
と
を
求
め

た
。
こ
れ
に
対
し
「
身
上
調
書

の
内
容
か
ら
本
人
の
希
望
や
状

況
な
ど
を
把
握
し
、
県
職
労
の

意
見
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き

た
い
」
「
通
勤
手
当
の
上
限
の

引
上
げ
に
よ
っ
て
長
距
離
通
勤

を
強
い
る
配
置
を
進
め
る
こ
と

は
な
い
」
「
家
庭
事
情
等
を
考

慮
し
た
い
が
、
全
て
の
職
員
の

意
向
に
沿
う
こ
と
は
難
し
い
こ

と
も
御
理
解
を
」
と
回
答
し
た
。

③
出
向
・
派
遣

　

各
種
団
体
、
法
人
等
へ
派
遣

途
中
に
重
要
な
条
件
変
更
が
行

わ
れ
た
例
が
あ
り
、
事
前
の
説

明
は
も
ち
ろ
ん
、
途
中
で
の
変

更
も
十
分
な
説
明
を
行
っ
た
う

え
で
本
人
の
意
向
を
確
認
す
べ

き
と
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
条

件
変
更
に
つ
い
て
「
派
遣
中
の

職
員
に
も
早
い
段
階
で
伝
え
た
。

法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
適
正

な
職
員
派
遣
を
行
っ
て
い
く
」

と
回
答
し
た
。

　

県
職
労
は
、
早
期
内
示
、
本

人
希
望
尊
重
、
多
大
な
負
担
回

避
等
を
重
点
に
、
人
事
異
動
対

策
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

▲県職労へ期待と発言する達増知事

▲人事課総括課長との交渉に臨む県職労交渉団

▲内城人事課総括課長（左）に
　要求書を手渡す小田嶋中央執行委員長

県
職
労 
な
く
て
は
な
ら
な
い

12
・
11
達
増
知
事
と
の
意
見
交
換

早
期
内
示
・
本
人
希
望
尊
重
を

12
・
９
人
事
異
動
要
求
書
提
出



　

11
月
22
日
、
現
業
評
議
会

（
菅
原
薫
議
長
）
は
、
内
城
人

事
課
総
括
課
長
、
佐
々
木
県
土

整
備
企
画
室
管
理
課
長
、
尾
形

農
林
水
産
企
画
室
管
理
課
長
、

▲チームで団結しながら交流を深めることができた
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▲内城人事課総括課長に要求書を手渡す菅原現業評議長（右）

▲人事課総括課長交渉に臨む現業評交渉団（手前）

　

11
月
27
日
、
２
０
２
４
年
度

第
２
回
職
員
安
全
衛
生
管
理
委

員
会
が
書
面
開
催
さ
れ
、
２
０

２
４
年
度
の
健
康
管
理
の
取
組

に
つ
い
て
、
事
務
局
の
総
務
事

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
中
間
報
告
を

受
け
た
。

　

精
神
疾
患
に
よ
る
療
養
状
況

に
つ
い
て
、
10
月
末
時
点
の
14

日
以
上
継
続
療
養
者
の
状
況
は

２
０
２
３
年
の
１
０
６
人
に
対

し
、
２
０
２
４
年
は
97
人
と
、

減
少
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
29
歳
以
下
に
限
定
す
る

と
、
２
０
２
３
年
の
30
人
に
対

し
、
２
０
２
４
年
は
28
人
と
、

高
止
ま
り
の
水
準
と
な
っ
て
お

り
、
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な

　

11
月
23
日
（
土
）
に
、
青
年

婦
人
部
主
催
で
、
５
年
ぶ
り
と

な
る
県
職
労
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　

盛
岡
支
部
は
11
月
27
日
に
岩

手
県
公
会
堂
で
２
０
２
４
盛
岡

支
部
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

初
め
に
佐
藤
支
部
長
か
ら
、

「
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
久

し
ぶ
り
の
対
面
開
催
。
今
後
も

職
場
の
環
境
改
善
に
つ
い
て
当

局
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

チ
ー
ム
で
一
丸
と
な
り
交
流
！

と
し
て
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
行
っ
た
。
県
内
各
地
か
ら

若
手
組
合
員
を
中
心
に
29
人
が

参
加
し
た
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で

は
５
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
総
当

た
り
戦
で
試
合
を
行
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
で
は
、
各

チ
ー
ム
内
で
自
己
紹
介
を
し
た

の
ち
、
自
分
達
の
チ
ー
ム
名
を

命
名
す
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
ボ
ー
ル
を
繋
ぎ
や
す

く
す
る
た
め
に
チ
ー
ム
内
で
呼

び
名
を
決
め
て
い
た
り
と
、
各

チ
ー
ム
で
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

試
合
で
は
、
得
点
し
た
時
に
は

チ
ー
ム
全
員
で
喜
び
、
失
敗
し

た
時
に
は
「
次
頑
張
ろ
う
！
」

と
励
ま
し
あ
っ
た
り
、
チ
ー
ム

で
支
え
合
う
雰
囲
気
が
あ
り
、

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
熱
い
試

合
展
開
が
印
象
的
だ
っ
た
。
優

勝
し
た
「
チ
ー
ム
お
だ
し
ま
」

の
ほ
か
、
全
チ
ー
ム
に
青
年
婦

人
部
長
か
ら
賞
状
が
贈
ら
れ
、

笑
顔
で
交
流
会
を
終
了
し
た
。

　

５
年
ぶ
り
で
の
開
催
で
、
最

初
は
不
安
が
多
い
と
こ
ろ
で
は

あ
っ
た
が
、
新
た
に
組
合
に
加

入
し
た
仲
間
も
お
り
、
交
流
す

る
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
。

今
後
も
、
交
流
や
定
期
的
な
学

習
会
を
通
じ
て
所
属
を
超
え
た

繋
が
り
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
！

岩
間
管
財
課
総
括
課
長
と
、
現

業
統
一
交
渉
を
行
っ
た
。

【
人
事
課
総
括
課
長
交
渉
】

①
現
業
職
員
の
人
員
補
充

　

退
職
予
定
者
の
う
ち
再
任
用

希
望
者
の
全
員
再
任
用
を
求
め
、

再
任
用
希
望
し
な
い
場
合
は
新

採
用
（
正
規
）
で
の
補
充
を
求

め
た
こ
と
に
対
し
「
雇
用
と
年

金
の
接
続
の
観
点
か
ら
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
、
職
員
の
希
望

に
で
き
る
だ
け
配
慮
し
た
い
」

と
回
答
し
た
。

②
土
木
部
運
転
技
士

　

再
任
用
満
期
退
職
者
の
新
採

用
（
正
規
）
で
の
補
充
を
求
め

た
こ
と
に
対
し
「
振
興
局
ご
と

の
個
別
事
情
を
踏
ま
え
て
検
討
。

人
事
課
も
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
」
と
回
答
し
た
。

③
管
財
課
運
転
技
士
・
守
衛

　

管
財
課
運
転
技
士
の
計
画
的

な
新
規
採
用
、
守
衛
直
営
３
人

体
制
の
維
持
を
求
め
た
こ
と
に

対
し
「
運
転
技
士
は
業
務
状
況

を
把
握
し
対
応
」
「
守
衛
は
警

察
経
験
者
３
人
体
制
を
維
持
。

適
切
に
対
応
」
す
る
旨
回
答
し
た
。

④
試
験
研
究
機
関
技
能
員

　

技
能
員
の
拡
充
と
処
遇
面
の

改
善
を
求
め
た
こ
と
に
対
し

「
継
続
し
て
新
規
採
用
を
行
っ

て
き
た
」
「
初
任
給
基
準
の
引

上
げ
の
ほ
か
、
国
に
準
じ
て
給

料
表
の
初
号
の
額
を
引
き
上
げ

る
対
応
を
し
た
い
」
と
回
答
し
た
。

⑤
交
通
事
故
分
限
条
例

　

勤
務
中
の
事
故
に
つ
い
て
、

職
員
の
失
職
の
特
例
条
例
の
創

設
を
求
め
た
こ
と
に
対
し
「
裁

判
所
の
判
決
上
も
公
務
員
の
失

職
が
勘
案
さ
れ
る
。
現
時
点
で

は
対
応
困
難
」
と
回
答
し
た
。

【
主
管
室
課
長
交
渉
】

　

各
主
管
室
課
に
対
し
、
計
画

的
な
退
職
補
充
と
増
員
を
含
む

体
制
強
化
を
求
め
た
。
現
業
職

員
は
部
局
の
業
務
に
必
要
不
可

欠
で
あ
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

執
行
部
か
ら
、
組
合
員
一
人

ひ
と
り
の
生
活
を
守
る
た
め
組

合
員
の
参
加
で
運
動
を
盛
り
上

げ
る
活
動
を
基
調
と
し
「
支
部

組
織
の
強
化
」
「
組
合
員
の
声

を
反
映
で
き
る
活
動
」
「
生
命

と
権
利
を
守
り
拡
大
す
る
運

動
」
を
軸
と
し
た
運
動
方
針

（
案
）
を
提
起
し
、
承
認
さ
れ

た
。

　

参
加
し
た
代
議
員
か
ら
は
、

新
規
組
合
加
入
の
取
り
組
み
に

向
け
て
人
事
対
策
カ
ー
ド
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
い
趣
旨
の

発
言
が
あ
り
、
菊
池
書
記
長
や

本
部
小
澤
副
中
央
執
行
委
員
長

か
ら
過
去
の
事
例
な
ど
を
例
に

確
認
し
、
組
織
強
化
に
向
け
方

針
補
強
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

確
認
、
佐
藤
支
部
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

精
神
疾
患
に
よ
る
療
養
状
況
に

つ
い
て
は
、
２
０
２
３
年
度
の

療
養
実
人
員
が
68
人
に
対
し
、

２
０
２
４
年
度
の
療
養
実
人
員

が
60
人
と
な
り
微
減
傾
向
で
あ

る
。

　

一
方
で
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、
10
月
末
現
在

で
受
診
者
４
７
２
６
人
に
対
し
、

高
ス
ト
レ
ス
者
４
３
０
人
（
１

０
・
９
％
）
、
う
ち
面
接
指
導

実
施
者
21
人
と
な
っ
て
い
る
。

高
ス
ト
レ
ス
者
は
前
年
度
よ
り

減
少
傾
向
に
あ
り
、
医
師
の
面

接
指
導
に
よ
り
就
業
上
の
措
置

が
必
要
と
な
っ
た
職
員
は
出
て

い
な
い
。

　

災
害
時
の
対
応
等
の
安
全
点

検
に
つ
い
て
は
実
施
（
予
定
）

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

▲歓声や励まし合いの言葉で笑顔の試合のようす

▲盛岡支部定期大会のようす

年末・年始の事故等には十分お気をつけください

◇マイカー共済事故受付センター◇

フリーダイヤル 0120-0889-24

　寒さが厳しい冬期の外出では、路面凍結等もあり、車の運転には十分に気を
つけなければなりません。
　また、年末・年始の休暇は帰省・旅行・レジャーなど出かける機会が増えた
り、雪道に慣れていない県外からの車両が多くなったり、いつもに増して注意
が必要です。

万が一の事故の際は自治労マイカー共済の緊急連絡先へ！

◇自治労マイカー共済ロードサービス◇

フリーダイヤル 0120-889-376

青年部

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催

第２回職員安全衛生管理委員会

健康管理の取組の中間報告

正
規
職
員
の
人
員
確
保
・
増
員
を

11
・
22
現
業
評
人
事
課
・
主
管
室
課
長
交
渉

労
働
環
境
の
改
善
や
賃
金
改
善
に
向
け
、

　
　 

支
部
が
一
体
と
な
っ
て
頑
張
ろ
う
！

11
・
27
盛
岡
支
部
で
定
期
大
会
を
開
催


